
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）

河芸総合支所 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

河芸・地域
振興課

地域かが
やきプロ
グラム事
業

　地域を担う人材育成を図ると
ともに、地域住民主体による事
業展開を行い、地域の活性化を
めざします。

イベント等の
参加人数

　地域を担う人材育成と
地域住民主体の事業展開
をめざす事から、イベン
トや教室・講座の参加人
数を指標とします。

5,200人 4,740人
　実行委員会等で計画･運
営され、事業の目的はほ
ぼ達成されています。

3

　多文化共生推進事業に
ついては、語学指導や教
育支援の受講者は徐々に
減少傾向となってきまし
たので、平成２８年度は
中止としました。研修会
も今までの学校関係者か
ら地域住民対象に移行し
たことにより、地域全体
の理解を深めることがで
き、また、「ふれあい
ネットワーク事業」につ
いても更に参加者を増や
すために啓発活動に努
め、概ね計画どおり実施
できた。スポーツレクリ
エーション大会事業や
フェスタｉｎかわげにつ
いては、地域の認知度も
高まり、ほぼ達成されて
いるものの、魅力ある事
業を継続するために、地
域に密着した住民主体の
事業展開が求められる。
特産品開発事業について
は、平成２６年度で終了
したが、これまで開発さ
れた特産品の「河芸のに
ぎやか畑寿司」や「黒米
おはぎ」などの完成品を
「道の駅・津かわげ」で
継続的に販売し、地元で
の知名度向上など、継続
した努力が求められる。

現状維持

　住民ニーズや地域の課
題に対し、地域社会を担
う多様な人材育成を図り
ます。スポーツ大会やイ
ベントを開催することに
より、施設及び地域資源
の有効活用を進め、地域
住民の交流や健康増進を
図ります。
　河芸地区特産品開発事
業については、平成２６
年度で終了したが、この
事業で培われたメニュー
等が「道の駅・津かわ
げ」で地域の特産品とし
てＰＲし、売り上げ向上
で引き続き地域の活性化
につなげていきたい。

河芸・地域
振興課

地域イン
フラ維持
事業

　道路、河川、公園及び交通安
全施設等の維持補修に係る地域
住民からの要望等に対し、迅速
かつ柔軟に対応し、課題を解決
することを目指します。

要望に対する
迅速かつ柔軟
な対応の推進

　道路、河川、公園及び
交通安全施設等の補修に
係る要望等に対し、対応
方法等を迅速かつ柔軟に
検討し、修繕等により、
早急に課題解決を図りま
す。

　地位住民からの要
望（インフラ整備・
補修）に対する迅速
かつ柔軟な対応の推
進

　優先順位の高い事業に
ついては、迅速かつ柔軟
な対応ができました。

4

　道路、河川、公園及び
交通安全施設等の維持補
修に係る地域住民からの
要望等に対し、７２件に
ついては迅速かつ柔軟に
対応することができまし
た。

拡充・充
実

　自治会等の要望事業を
全てを解決することがで
きなかったが、少しでも
多くの事業の早期解決に
向け努力する。

河芸・地域
振興課

地域イン
フラ補修
事業

　道路、河川、公園及び交通安
全施設等の維持補修に係る地域
住民からの要望等に対し、迅速
かつ柔軟に対応し、課題を解決
することを目指します。

要望に対する
柔軟な対応の
推進

　道路、河川、公園及び
交通安全施設等の補修に
係る要望等に対し、対応
方法等を迅速かつ柔軟に
検討し、原材料を活用し
た技能員による直営作業
により、早急に課題解決
を図ります。

　地域住民からの簡
易な修繕や補修など
要望等に対した、原
材料を活用し、技能
員等による直営作業
にて、迅速かつ柔軟
な対応の推進

　地域要望に対し、迅速
な対応ができました。今
後も一層の迅速かつ柔軟
な対応に努めます。

4

　地域住民からの簡易な
修繕や補修の要望等に対
し、原材料を活用し、技
能員による直営作業に
て、件の事案に対して迅
速かつ柔軟な対応ができ
た。

拡充・充
実

　前年度の実績を踏ま
え、より一層迅速な対応
が図れるように努力す
る。

河芸・地域
振興課

地域情報
発信事業

　地域住民の活動の推進のため
の啓発活動の一環として、地域
の話題を中心とした地域だより
を発行する。

地域情報誌の
発行回数

　地域住民活動の推進の
ための啓発活動の一環と
して、地域の話題を中心
とした地域だよりを発行
する。

4回 4回
　地域情報誌｢かわげだよ
り｣を年４回発行すること
ができた。

4

　地域の話題を中心とし
た地域だよりを年間計画
どおり発行することがで
きた。

現状維持

　今後も継続して地域に
密着した地域だよりを発
行できるように努めてい
く。
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河芸・地域
振興課

体育館管
理運営事
業

　 スポーツを通じて、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持・管理
を行います。

運動施設利用
者数

　市民の健康づくりや競
技力の向上のため津市河
芸体育館の利用者数を指
標とします。

47,000
人

47,438
人

　稼働率が高く、使用料
収入も安定した施設であ
るが、古い施設であるた
ニーズに合わせた改修が
必須。

3

　引き続き施設の適正な
維持管理を行い、利用者
数の増加を目指します。
　現状の不具合個所につ
いては、改修できるよう
働きかけていきたいと思
います。

拡充・充
実

　現在まで未施工だった
不具合個所の修繕を進め
ることで、利用環境を改
善し利用者数の増加を目
指したいと思います。

河芸・地域
振興課

グラウン
ド管理運
営事業

　 スポーツを通じて、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持・管理
を行います。

運動施設利用
者数

　市民の健康づくりや競
技力の向上のため、津市
河芸第1グラウンド、津
市河芸第２グラウンドの
利用者数を指標としま
す。

47,500
人

48,540
人

　第2グラウンドは、安
定的にサッカーの利用が
見込めますが、第1グラ
ウンドは利用状況に空き
が目立ちますので、安定
的な利用を見込めるよう
にする必要があります。

3

　引き続き施設の適正な
維持管理と必要な補修を
行います。両グラウンド
が接していることからソ
フトボールやグラウンド
ゴルフ等の大きな大会の
利用が多く、引き続き利
用者数増加が見込める状
況です。
　目標値については、前
年度実績を上回るような
数値を指標としたいと思
います。

拡充・充
実

　改修等が必要な不具合
個所の修繕を進めること
で、利用環境を改善し更
なる利用者数の増加を目
指したいと思います。

河芸・地域
振興課

テニス
コート管
理運営事
業

　 スポーツを通じて、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持・管理
を行います。

利用者数

　市民の健康づくりや競
技力の向上のため津市河
芸テニスコートの「利用
者数」を指標とします。

6,400人 6,174人
　前年度実績を上回
ること

　固定客が多く、河芸以
外の地域の利用が少ない
ため、利用状況は伸び悩
む傾向にあるのは昨年と
同様です。加えてクレー
コートが敬遠されている
感があります。
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　屋外コートのためネッ
ト等の消耗品の劣化が激
しいので状況を常に把握
していく必要がありま
す。
　また、コートの凹凸も
現出が速いので、利用者
の声に耳を傾ける必要が
あります。

拡充・充
実

　現在まで未施工だった
不具合個所の修繕を進め
ることで、利用環境を改
善し利用者数の増加を目
指したいと思います。

河芸・地域
振興課

その他運
動施設管
理運営事
業

　 スポーツを通じて、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持・管理
を行います。

個人利用者数

　市民の健康づくりや競
技力の向上、マレットゴ
ルフ普及啓発のため、
「個人利用者数」を指標
とします。

9500人 9084人
　個人利用者数と年
間券購入者、新規利
用者の増加

　スポーツクラブが交流
のある県外団体を呼び込
んだため、昨年並みの数
値となったが、スポーツ
クラブ頼みの感があるの
で、何かしらの対策が必
要。

3

　利用者の殆どが、従来
からのマレットゴルフ愛
好者かつ年間券所有者で
占められている。昨年度
まで僅かだった個人利用
者数は漸増の傾向を見せ
始めている。愛好者から
は、個人利用料金が高い
上に市外利用者の料金が
2倍の設定では利用者の
増加は見込めないとの声
が多数寄せられているた
め、料金改定などを検討
していく必要があるのは
引き続きの課題。
　利用傾向については、
課題の多い施設ではある
が、施設の維持管理頻度
は他の施設よりも格段に
高い。

拡充・充
実

　今後も限られた予算の
中で、より効果的な維持
管理を行い、利用者数の
増加を目指したいと思い
ます。
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